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特
別
記
事

水
野
浩
児
氏
博
士
学
位
論
文
審
査
報
告
書

一
．
本
論
文
の
構
成

水
野
浩
児
氏
提
出
の
博
士
学
位
請
求
論
文
は
、『
債
権
の
良
質
化
に
お
け
る
新
展
開
』
と
題
さ
れ
た
一
書
と
し
て
公
刊
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
（
経
済
法
令
研
究
会
、
二
〇
二
三
年
九
月
一
五
日
出
版
）。
本
論
文
（
以
下
「
本
書
」
と
表
記
す
る
）
の
構
成
は
、

以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

序
説　
　

金
融
実
務
に
お
け
る
良
質
な
債
権
の
考
え
方
の
新
展
開
と
行
動
立
法
学

第
一
章　

金
融
実
務
か
ら
考
察
す
る
債
権
の
本
質

第
一
章
の
概
要　

第
一
節　

不
良
債
権
処
理
の
根
本
的
問
題
と
部
分
貸
倒
れ
の
損
金
算
入
の
必
要
性
―
円
滑
な
金
融
機
能
回
復
を
目
指

し
て
―　

第
二
節　

債
権
者
、
債
務
者
双
方
か
ら
の
貸
倒
損
失
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
重
要
性
―
資
金
調
達
環
境
改
善
の
後
押
し
―

第
三
節　

譲
渡
禁
止
特
約
と
譲
受
人
の
重
過
失
に
関
す
る
判
例
の
考
察　

第
四
節　

金
融
円
滑
化
法
期
限
到
来
か
ら
考
察
す
る
債
権
譲
渡
の
実
相　

第
五
節　

金
融
円
滑
化
に
お
け
る
担
保
の
あ
り
方
と
債
権
譲
渡
の
実
相



武蔵野法学第 21 号　

98

第
二
章　

ビ
ジ
ネ
ス
法
務
学
に
つ
な
が
る
事
業
性
評
価
と
債
権
の
本
質
的
意
義

第
二
章
の
概
要　

第
一
節　

現
代
に
お
け
る
債
権
譲
渡
行
為
の
実
相
と
そ
の
問
題
点　

第
二
節　

企
業
経
営
に
お
け
る
事
業
性
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
―
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
の
活
用　

第
三
節　

中
小
企
業
金
融
に
お
け
る
事
業
性
評
価
の
本
質
的
意
義
―
金
融
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
廃
止
後
に
お
け
る
良
質

な
債
権
の
考
え
方
―　

第
三
章　

行
動
立
法
学
か
ら
見
る
包
括
担
保
法
制
（
事
業
成
長
担
保
権
）

第
三
章
の
概
要　

第
一
節　

地
域
金
融
に
有
益
な
包
括
担
保
法
制
と
行
動
立
法
学
―
本
業
支
援
に
必
要
な
事
業
性
評
価
の
応
用
と
債
権

の
本
質
を
考
え
る
―　

第
二
節　

顧
客
支
援
と
包
括
担
保
法
制
の
牽
連
性
―
生
か
す
担
保
Ａ
Ｂ
Ｌ
の
考
え
方
の
再
評
価
と
事
業
性
評
価
に
基

づ
く
融
資
―　

第
三
節　

中
小
企
業
金
融
の
近
未
来
と
事
業
成
長
担
保
権
の
評
価
―
Ａ
Ｂ
Ｌ
再
考
― 

第
四
章　

ビ
ジ
ネ
ス
法
務
学
と
実
務
を
つ
な
ぐ
教
授
法
の
実
践

第
四
章
の
概
要　

第
一
節　

私
の
実
務
家
教
員
論
―
銀
行
員
か
ら
大
学
学
部
長
へ　

第
二
節　

金
融
機
関
職
員
に
求
め
ら
れ
る
能
力
と
は　

コ
ン
サ
ル
テ
イ
ン
グ
能
力
向
上
講
座
（
第
一
回
）　

第
三
節　

令
和
の
金
融
へ
の
対
応
、
地
域
金
融
機
関
の
常
識
を
変
え
る
必
要
性　

令
和
時
代
に
求
め
ら
れ
る
地
域
企

業
支
援
の
た
め
の
人
材
育
成
（
第
一
回
）　　
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第
四
節　

実
抜
計
画
と
ロ
カ
ベ
ン
の
併
用
で
「
伴
走
支
援
」
を
確
固
た
る
も
の
に
―
企
業
評
価
か
ら
地
域
理
解
へ
の

ウ
イ
ン
グ
を
広
げ
、
共
に
リ
ス
ク
テ
イ
ク
を
―

第
五
節　

ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
を
活
用
し
た
企
業
支
援
の
す
す
め
―
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
と
企
業
支
援
～

金
融
機
関
と
企
業
の
対
話
～

第
五
章　

ビ
ジ
ネ
ス
法
務
学
へ
の
期
待
及
び
債
権
の
良
質
化
へ
の
変
容
と
展
望

第
五
章
の
概
要

第
一
節　
「
水
野
ゼ
ミ
」
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
法
務
学
の
実
践
と
教
授
法
の
事
例

第
二
節　

Ａ
Ｂ
Ｌ
再
考
―
事
業
成
長
担
保
権
へ
の
展
開
と
ビ
ジ
ネ
ス
法
務
学

第
三
節　

債
権
の
良
質
化
の
変
容
と
展
望

以
上
、
本
書
は
一
五
編
の
既
発
表
論
文
と
一
編
の
講
演
書
き
起
こ
し
に
、
序
説
と
第
五
章
の
す
べ
て
（
第
一
節
～
第
三
節
）
を

書
き
下
ろ
し
で
加
え
、
さ
ら
に
各
章
の
概
要
を
書
き
下
ろ
し
で
付
加
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
章
第
一
節
の
論
文
は
、
二
〇
〇
五

年
の
発
表
（
原
論
文
は
二
〇
〇
四
年
に
受
賞
）
で
あ
り
、
本
書
は
二
〇
二
三
年
ま
で
の
、
二
〇
年
近
く
に
わ
た
る
水
野
氏
の
研
究

の
集
大
成
と
な
っ
て
い
る
。

二
．
各
章
の
紹
介
と
評
価

（
１
）
第
一
章
第
一
節
の
「
不
良
債
権
処
理
の
根
本
的
問
題
と
部
分
貸
倒
れ
の
損
金
算
入
の
必
要
性
」
は
、
本
書
の
テ
ー
マ
に

対
す
る
研
究
動
機
を
示
す
優
れ
た
論
稿
で
あ
る
（
二
〇
〇
四
年
日
本
税
理
士
連
合
会
日
税
研
究
賞
受
賞
）。
著
者
は
、
執
筆
当
時
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の
法
人
税
法
で
は
、
金
融
機
関
が
債
権
の
回
収
可
能
性
が
な
い
と
判
断
し
て
も
、
取
引
先
企
業
が
法
的
に
破
綻
す
る
ま
で
無
税
で

の
償
却
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
金
融
機
関
の
支
援
策
を
法
人
税
法
が
阻
害
す
る
結
果
を
生
み
出
し
て
い
た
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
法
の
ル
ー
ル
の
自
己
完
結
的
に
は
正
当
と
さ
れ
る
も
の
が
、
現
実
に
は
金
融
実
務
の
阻
害
要
因
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
指
摘
で
、
こ
れ
は
金
融
機
関
の
現
場
に
居
な
け
れ
ば
気
づ
け
な
い
視
点
で
あ
る
。
ま
た
、
著
者
が
は
し
が
き
に
も

述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
貸
倒
引
当
金
の
計
上
は
、
金
融
機
関
が
そ
の
取
引
先
の
将
来
性
等
を
よ
り
詳
細
正
確
に
判
断
で

き
れ
ば
限
り
な
く
最
小
化
で
き
る
は
ず
の
も
の
で
あ
る
。
銀
行
員
と
し
て
の
そ
の
点
の
疑
問
が
、
本
書
の
説
く
債
権
者
と
債
務
者

の
協
働
の
視
点
に
結
び
つ
い
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、
本
研
究
の
「
気
づ
き
」
の
出
発
点
が
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

そ
し
て
本
研
究
は
、
第
一
章
第
三
節
の
譲
渡
禁
止
特
約
と
譲
受
人
の
重
過
失
に
関
す
る
判
例
の
考
察
を
契
機
に
、
債
権
譲
渡
と

金
融
円
滑
化
の
関
係
の
考
察
に
入
っ
て
い
く
。
第
一
章
は
、
主
題
へ
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
を
示
す
も
の
と
言
え
る
。

（
２
）
第
二
章
「
ビ
ジ
ネ
ス
法
務
学
に
つ
な
が
る
事
業
性
評
価
と
債
権
の
本
質
的
意
義
」
は
、
本
書
の
特
徴
的
な
考
察
が
一
通

り
示
さ
れ
る
、核
心
の
部
分
と
言
っ
て
も
よ
い
。
そ
の
第
一
節
（
二
〇
一
三
年
の
高
森
八
四
郎
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
掲
載
論
文
）

で
は
、
現
在
の
金
融
実
務
に
お
け
る
債
権
譲
渡
の
実
相
と
し
て
、
預
金
債
権
が
金
融
機
関
を
介
在
し
て
貸
付
債
権
と
な
る
こ
と
の

実
態
を
、
マ
ク
ロ
的
に
み
た
「
債
権
譲
渡
」
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
著
者
も
比
喩
的
に
述
べ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

特
定
の
預
金
債
権
が
そ
の
ま
ま
貸
付
債
権
と
し
て
移
転
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
か
つ
て
我
妻
栄
が
『
近
代
法
に
お
け
る
債

権
の
優
越
的
地
位
』
の
中
で
論
じ
た
「
銀
行
の
金
銭
債
権
の
仲
介
者
た
る
作
用
」
の
考
え
方
に
一
歩
進
ん
だ
形
で
光
を
与
え
る
結

果
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
著
者
の
、
法
律
学
こ
と
に
民
法
学
の
「
規
定
」
を
実
務
の
「
実
相
」
で
と
ら
え
直
す
姿
勢
を
表
し

て
お
り
、
そ
れ
を
学
術
論
文
の
中
で
提
示
す
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
法
律
学
者
に
は
全
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
新
境
地
と
言
っ
て
よ

い
。
さ
ら
に
同
節
で
は
、
債
権
譲
渡
の
判
例
法
理
（
将
来
債
権
譲
渡
、
譲
渡
禁
止
特
約
）
を
検
証
し
、
金
融
庁
検
査
下
に
お
け
る

債
権
譲
渡
担
保
の
実
相
を
論
じ
る
。
た
だ
最
後
の
点
は
、
こ
の
時
代
の
金
融
庁
の
金
融
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
る
強
力
な
指
導
下
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の
預
金
債
権
と
貸
付
債
権
の
関
係
性
を
論
じ
る
も
の
で
、
こ
の
時
代
の
分
析
と
し
て
は
十
分
に
成
立
し
て
い
る
も
の
の
、
金
融
庁

が
金
融
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
廃
し
て
地
銀
な
ど
の
金
融
機
関
に
「
創
意
工
夫
」
を
求
め
て
い
る
現
代
に
お
い
て
は
、
そ
の
ま
ま
の

分
析
で
良
い
か
、
い
さ
さ
か
の
修
正
を
要
す
る
か
を
問
い
た
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
。

さ
ら
に
第
二
節
は
、「
企
業
経
営
に
お
け
る
事
業
性
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
」
と
し
て
、
後
述
す
る
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
の
活

用
を
紹
介
し
、
第
三
節
の
「
中
小
企
業
金
融
に
お
け
る
事
業
性
評
価
の
本
質
的
意
義
―
金
融
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
廃
止
後
に
お
け
る

良
質
な
債
権
の
考
え
方
―
」
で
は
、
上
記
我
妻
博
士
の
所
論
を
基
礎
に
、
債
権
者
債
務
者
の
協
力
・
共
生
関
係
に
注
目
し
、「
債

権
者
で
あ
る
金
融
機
関
は
、
債
務
者
で
あ
る
取
引
先
企
業
の
事
業
に
つ
い
て
積
極
的
に
関
与
し
、
自
ら
債
権
の
質
向
上
に
努
め
る

必
要
が
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
債
権
の
本
質
的
意
義
で
あ
り
、
ま
た
、
事
業
性
評
価
に
基
づ
く
融
資
の
仕
組
み
や
企
図
を
真
正
面
か

ら
と
ら
え
て
い
る
考
え
方
と
い
え
る
」
と
、
著
者
の
主
張
の
核
心
に
触
れ
て
い
く
。
そ
こ
か
ら
論
旨
は
、
Ａ
Ｂ
Ｌ
の
評
価
・
活
用

と
事
業
性
評
価
の
牽
連
性
、
に
向
け
て
展
開
さ
れ
る
。

な
お
本
章
お
よ
び
次
の
第
三
章
あ
た
り
で
は
、政
府
関
係
の
資
料
は
ふ
ん
だ
ん
に
引
用
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、法
律
学
プ
ロ
パ
ー

の
資
料
は
一
部
の
論
者
の
も
の
に
偏
っ
て
お
り
、
い
さ
さ
か
手
薄
な
感
が
否
め
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
よ
う
。

（
３
）
第
三
章
「
行
動
立
法
学
か
ら
見
る
包
括
担
保
法
制
（
事
業
成
長
担
保
権
）」
で
は
、
ま
ず
第
一
節
で
、
新
時
代
の
ル
ー
ル

創
り
の
観
点
か
ら
、
池
田
「
行
動
立
法
学
」
を
評
価
・
支
持
し
て
、
現
代
担
保
法
制
の
最
重
要
論
点
で
あ
る
包
括
担
保
法
制
（
と

り
わ
け
事
業
成
長
担
保
権
）
に
つ
い
て
、
そ
の
「
議
論
で
重
要
な
こ
と
は
、
す
で
に
直
面
し
て
い
る
事
業
再
生
支
援
や
事
業
承
継

問
題
を
は
じ
め
、
日
本
が
抱
え
て
い
る
構
造
的
な
問
題
解
決
に
ど
う
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と
い
う
視
点
で
あ
る
」
と
明

瞭
な
問
題
設
定
を
す
る
。
そ
こ
か
ら
、「
顧
客
支
援
と
包
括
担
保
法
制
の
牽
連
性
」「
生
か
す
担
保
論
―
Ａ
Ｂ
Ｌ
の
再
評
価
と
包
括

担
保
法
制
」
と
展
開
し
て
い
き
、
第
三
節
の
「
中
小
企
業
金
融
の
近
未
来
と
事
業
成
長
担
保
権
の
評
価
―
Ａ
Ｂ
Ｌ
再
考
―
」
に
至

る
論
理
は
、
著
者
な
ら
で
は
の
真
骨
頂
と
言
え
よ
う
。
た
だ
こ
こ
で
も
、
も
う
少
し
引
用
資
料
を
広
げ
て
、
例
え
ば
金
融
法
学
会
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関
係
（
Ａ
Ｂ
Ｌ
や
生
か
す
担
保
論
を
扱
っ
た
中
島
弘
雅
教
授
主
催
の
二
〇
一
一
年
の
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
Ａ
Ｂ
Ｌ
の
現
在
・
過

去
・
未
来
―
―
実
務
と
比
較
法
の
対
話
」（
金
融
法
務
事
情
掲
載
））
や
そ
れ
以
降
の
法
律
学
界
で
の
生
か
す
担
保
論
の
浸
透
の
状

況
な
ど
が
引
用
・
紹
介
さ
れ
る
と
、
法
律
学
プ
ロ
パ
ー
の
論
文
と
し
て
の
評
価
が
よ
り
高
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
４
）
第
四
章
「
ビ
ジ
ネ
ス
法
務
学
と
実
務
を
つ
な
ぐ
教
授
法
の
実
践
」
の
各
編
は
、
約
一
五
年
の
金
融
機
関
勤
務
を
経
て
研

究
者
に
転
じ
、
し
か
も
大
学
教
員
と
な
っ
て
か
ら
も
実
務
と
緊
密
な
関
係
を
保
ち
、
地
域
金
融
経
済
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
き
た

と
い
う
、
著
者
の
ま
さ
に
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
経
歴
を
反
映
し
た
、
い
わ
ゆ
る
実
務
家
教
員
の
長
所
を
披
歴
す
る
論
稿
と
な
っ
て
い

る
。
こ
と
に
、
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
の
実
践
的
指
導
者
と
し
て
地
域
経
済
に
貢
献
し
て
い
く
様
子
は
、
法
律
学
に
お
い
て
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
経
営
学
に
お
い
て
も
こ
こ
ま
で
で
き
る
学
者
は
数
少
な
い
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
著
者
は
、
二
〇
一
六
年
四
月
に
経
済
産
業
省
が
公
表
し
た
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
（
略
称
ロ
カ
ベ
ン
）
の
考

え
方
を
、
事
業
者
支
援
に
必
要
な
対
話
の
質
を
高
め
る
も
の
と
把
握
し
、「
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
に
は
金
融
機
関
と
取
引
先

企
業
の
間
で
目
線
を
合
わ
せ
、
共
通
認
識
を
容
易
に
す
る
機
能
が
あ
り
、
事
業
性
評
価
を
行
う
に
あ
た
っ
て
非
常
に
親
和
性
の
高

い
ツ
ー
ル
で
あ
る
」（
第
四
章
第
五
節
）
と
と
ら
え
、「
こ
れ
ま
で
の
債
権
管
理
業
務
研
修
を
思
い
返
し
て
み
る
と
、
担
保
に
よ
る

保
全
の
こ
と
や
、
過
去
の
決
算
書
な
ど
か
ら
推
測
す
る
リ
ス
ク
の
算
出
が
中
心
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
債
務
者
の
成

長
に
関
与
す
る
こ
と
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
触
れ
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
」（
前
掲
同
節
）
と
問
い
か
け
て
、「
債

権
者
と
し
て
の
金
融
機
関
の
あ
り
方
は『
良
き
債
権
者
＝
債
権
回
収
を
確
実
に
行
う
債
権
保
全
に
関
心
が
高
い
債
権
者
』か
ら『
良

き
債
権
者
＝
債
務
者
の
成
長
に
能
動
的
に
関
与
す
る
債
権
者
』
へ
と
実
態
が
本
質
に
近
づ
い
て
い
く
」
と
し
て
、
そ
の
た
め
の
事

業
性
評
価
に
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
が
役
立
つ
と
把
握
す
る
の
で
あ
る
。

（
５
）
さ
ら
に
、
本
書
の
ま
と
め
に
当
た
る
第
五
章
で
は
、
著
者
が
二
〇
一
九
年
か
ら
続
け
て
い
る
、
財
務
省
近
畿
財
務
局
の

若
手
職
員
が
構
成
員
と
な
っ
て
い
る
「
地
方
創
生
企
画
推
進
メ
ン
バ
ー
」（
略
称
ち
ほ
め
ん
）
の
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
の
活
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動
（
第
一
節
の
「「
水
野
ゼ
ミ
」
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
法
務
学
の
実
践
と
教
授
法
の
事
例
」）
か
ら
説
き
起
こ
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

著
者
水
野
氏
は
、
民
間
の
実
務
者
を
導
く
だ
け
で
な
く
、
地
域
活
性
化
、
中
小
企
業
支
援
等
に
従
事
す
る
公
務
員
の
指
導
に
も
あ

た
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
当
然
、
同
氏
の
学
問
の
実
務
へ
の
浸
透
を
意
味
す
る
だ
け
で
な
く
、
同
氏
が
産
官
の
現

場
か
ら
適
切
な
情
報
や
反
応
を
吸
収
し
て
、
的
外
れ
で
な
い
「
世
の
中
の
役
に
立
つ
」
学
問
を
形
成
し
て
い
け
る
状
況
を
自
ら
形

成
し
確
保
し
て
い
る
証
左
と
な
ろ
う
。

そ
し
て
、
第
二
節
「
Ａ
Ｂ
Ｌ
再
考
―
事
業
成
長
担
保
権
へ
の
展
開
と
ビ
ジ
ネ
ス
法
務
学
」
と
第
三
節
「
債
権
の
良
質
化
の
変
容

と
展
望
」
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
各
論
稿
の
体
系
的
な
ま
と
め
が
な
さ
れ
て
い
て
、
と
も
す
れ
ば
論
者
の
業
績
の
集
大
成
と
い
う
性

格
の
書
物
が
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
的
な
も
の
に
な
り
が
ち
な
と
こ
ろ
を
、
学
位
請
求
論
文
と
し
て
し
っ
か
り
と
完
結
さ
せ
た
印
象
が
あ

る
。

三
．
全
体
評
価

（
１
）
概
評

本
書
は
、
伝
統
的
な
法
律
学
の
側
面
と
し
て
は
、
民
法
債
権
法
、
税
法
、
そ
し
て
い
わ
ゆ
る
金
融
法
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る

が
、
他
方
で
、
金
融
実
務
や
経
営
学
、
金
融
経
済
学
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
第
二
章
以
下
の
目
次
を
参
照
し
て
も

明
ら
か
な
よ
う
に
、
新
た
な
研
究
分
野
と
し
て
開
発
さ
れ
つ
つ
あ
る
、
行
動
立
法
学
や
ビ
ジ
ネ
ス
法
務
学
の
成
果
を
積
極
的
に
取

り
込
ん
で
そ
れ
を
実
践
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
の
点
に
お
い
て
、
本
書
は
類
例
を
見
な
い
、
新
し
い
分
野
横
断
的
な
研
究
で
あ
る
と
い
え
、
ま
た
そ
の
「
分
野
横
断
」
が
、

単
に
従
来
の
、
領
域
を
ま
た
が
る
と
い
う
意
味
で
の
「
分
野
横
断
」
で
は
な
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
法
務
学
が
う
た
う
、
諸
分
野
を
ビ
ジ
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ネ
ス
法
務
学
が
結
び
つ
け
る
「
ハ
ブ
」
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
、
と
い
う
構
想
を
実
証
す
る
、
審
査
員
の
理
解
の
及
ぶ
範
囲
で

初
め
て
の
博
士
学
位
請
求
論
文
で
あ
る
と
言
え
る
。

本
書
に
つ
い
て
も
う
ひ
と
つ
特
筆
す
べ
き
は
、
著
者
水
野
氏
に
お
い
て
は
、
研
究
と
実
践
と
が
、
常
に
、
し
か
も
ど
ち
ら
が
主

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
相
互
性
を
持
っ
て
、「
伴
走
」し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。さ
ら
に
後
半
に
お
い
て
は
、そ
れ
に
教
育（
い

わ
ゆ
る
大
学
教
育
で
は
な
く
実
践
者
教
育
）
が
加
わ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
本
書
は
、
研
究
、
実
践
、
実
践
者
教
育
、
の
三
者

が
一
体
と
な
っ
た
稀
有
な
業
績
と
も
評
価
し
う
る
。

著
者
水
野
氏
は
、金
融
機
関
勤
務
の
後
に
大
学
院
修
士
課
程
博
士
課
程
を
卒
え
て（
他
大
学
で
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
）、

大
学
教
員
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
研
究
者
教
員
と
し
て
の
通
常
の
道
程
を
歩
ん
で
い
る
の
で
、
い
わ
ゆ
る
典
型
的
な
実

務
家
教
員
（
実
務
界
か
ら
大
学
教
員
に
迎
え
ら
れ
る
）
で
は
な
い
が
、
当
初
の
銀
行
員
と
し
て
の
知
識
・
経
験
が
、
本
書
を
書
き

上
げ
る
基
礎
に
あ
り
か
つ
強
い
動
機
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
が
本
書
か
ら
明
ら
か
に
読
み
取
れ
る
。

そ
の
意
味
で
は
、
本
書
は
、
い
わ
ゆ
る
実
務
家
教
員
に
望
ま
れ
る
業
績
の
積
み
上
げ
方
の
一
つ
の
模
範
例
と
も
言
っ
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。

（
２
）
主
題
に
つ
い
て
の
評
価

本
書
の
主
題
は
、「
債
権
の
良
質
化
」
で
あ
る
。
実
は
こ
の
主
題
自
体
が
、
法
律
学
の
領
域
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
研
究
が
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
、
ま
っ
た
く
新
し
い
主
題
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
は
、
法
律
学
に
お
い
て
も
、
金
融
実
務
に
お
い
て

も
、
債
権
は
、
そ
の
実
現
可
能
性
な
い
し
回
収
可
能
性
が
高
い
も
の
が
「
良
い
債
権
」
と
さ
れ
、
抵
当
権
や
人
的
保
証
で
十
分
に

担
保
さ
れ
て
い
る
も
の
が
「
最
も
良
い
債
権
」
と
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
（
そ
の
場
合
、
も
ち
ろ
ん
債
権
は
債
権
者
側
の
立
場

か
ら
良
否
が
判
断
さ
れ
て
い
る
）、著
者
は
、貸
倒
引
当
金
に
関
す
る
疑
問
か
ら
論
を
起
こ
し
て
、Ａ
Ｂ
Ｌ
の
取
引
に
発
想
を
得
て
、

債
務
者
側
か
ら
み
た
、
債
務
者
の
事
業
継
続
を
支
援
す
る
担
保
と
し
て
の
債
権
を
評
価
し
、
そ
こ
か
ら
、
事
業
性
評
価
の
観
点
に
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入
り
、
債
権
者
と
債
務
者
の
「
共
生
」
の
角
度
か
ら
、
債
権
の
真
の
「
良
質
化
」
を
測
る
と
い
う
、
新
し
い
方
向
性
と
そ
の
判
断

基
準
を
提
示
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

そ
の
新
規
性
・
独
自
性
に
お
い
て
、
本
書
は
こ
れ
ま
で
に
法
律
学
の
限
定
領
域
で
は
到
達
で
き
な
か
っ
た
（
そ
し
て
他
の
学
問

領
域
単
独
で
も
及
ば
な
か
っ
た
）
内
容
を
提
示
す
る
、
博
士
学
位
請
求
論
文
と
し
て
の
評
価
に
十
分
に
値
す
る
も
の
と
言
っ
て
よ

い
。も

っ
と
も
、「
債
権
の
良
質
化
」
お
よ
び
「
良
質
な
債
権
」
の
概
念
自
体
が
新
規
性
を
含
む
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
本
書
冒
頭

で
の
定
義
を
も
う
一
段
明
確
・
端
的
に
提
示
で
き
れ
ば
、
本
書
の
説
得
力
を
よ
り
増
す
こ
と
に
な
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
本
書
は
、
法
律
学
だ
け
の
理
論
で
は
及
ば
な
い
、
実
務
に
根
差
し
、
経
営
学
、
会
計
学
な
ど
と
も
結
び
つ
け
た
新
し
い
視

野
に
立
つ
も
の
で
、
ま
さ
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
法
務
学
の
志
向
す
る
、
ビ
ジ
ネ
ス
法
務
学
の
ハ
ブ
的
な
機
能
を
実
践
的
に
示
し
た
例
と

評
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

四
．
結
論

水
野
浩
児
氏
の
提
出
論
文
『
債
権
の
良
質
化
に
お
け
る
新
展
開
』
は
、
新
し
い
角
度
か
ら
の
債
権
の
本
質
論
を
提
示
し
た
も
の

で
あ
る
と
同
時
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
法
務
学
が
そ
の
真
髄
と
考
え
る
、（「
理
論
と
実
務
の
融
合
」
と
い
う
段
階
を
超
え
た
）「
実
務
か

ら
の
新
理
論
の
形
成
」
を
果
た
し
た
、
前
例
の
な
い
業
績
と
評
価
で
き
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
伝
統
的
な
法
律
学
こ
と
に
民
法
学

の
分
野
に
お
い
て
、
旧
来
の
債
権
論
に
新
し
い
地
平
を
開
い
た
も
の
と
評
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
会
社
法
学
の
観
点
か
ら

は
、
中
小
企
業
経
営
者
と
銀
行
と
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
・
バ
ー
ゲ
ニ
ン
グ
の
実
態
を
、
学
術
的
な
視
点
に
高
め
て
論
じ
た
も
の
と

評
価
で
き
よ
う
。
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も
と
よ
り
既
存
の
学
問
領
域
か
ら
す
れ
ば
、
法
律
学
と
経
営
学
な
ど
に
ま
た
が
る
論
文
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
た
と
え
ば
法
律

学
の
側
か
ら
見
れ
ば
、
引
用
文
献
に
偏
り
が
あ
り
、
よ
り
広
い
文
献
収
集
が
望
ま
れ
る
と
評
す
る
こ
と
は
た
や
す
い
が
、
著
者
の

問
題
関
心
に
応
え
る
形
で
書
か
れ
た
法
律
学
の
業
績
が
未
だ
数
少
な
い
こ
と
も
確
か
な
の
で
あ
る
。

ま
た
、
本
書
で
広
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
融
資
や
資
金
調
達
の
あ
り
方
、
金
融
機
関
（
資
金
提
供
者
）
と
事
業
者
（
資
金

調
達
者
）
と
の
関
係
の
あ
り
方
で
あ
っ
て
、「
債
権
の
良
質
化
」
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当
て
た
タ
イ
ト
ル
が
そ
の
す
べ
て
を
語
り
尽

く
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
若
干
の
違
和
感
も
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
要
望
点
も
、
い
わ
ば
パ
イ
オ
ニ
ア
の
業
績
に
対
す
る
望
蜀
の
指
摘
で
あ
り
、
本
書
の
価
値
を
下
げ
る
も
の

で
は
な
い
。

以
上
の
諸
点
か
ら
、
審
査
員
一
同
は
、
全
員
一
致
し
て
、
水
野
浩
児
氏
に
博
士
（
法
学
）（
武
蔵
野
大
学
）
の
学
位
を
、
論
文

博
士
と
し
て
授
与
す
る
こ
と
を
適
当
と
認
め
る
も
の
で
あ
る
。

令
和
六
年
二
月
二
六
日

主
査　

武
蔵
野
大
学
法
学
部
教
授

　
　
　

法
学
研
究
科
委
員
・
博
士
（
法
学
）　

池
田
眞
朗

副
査　

武
蔵
野
大
学
法
学
部
教
授

　
　
　

法
学
研
究
科
委
員
・
博
士
（
法
学
）　

宍
戸
善
一

副
査　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授

　
　
　

博
士
（
法
学
）　　
　
　
　
　
　
　
　

片
山
直
也


